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第3回定例会の概要について
　平成25年第3回雲仙市議会定例会は、8月29日～9月27日の日程で開催され、平成
24年度一般会計及び特別会計の決算認定、平成25年度一般会計や国保特別会計など
の補正予算案などが審議されました。
　主な内容について紹介します。

◆保育士等処遇改善臨時特例事業（新規）
事 業 目 的：�県「安心こども基金」の財源を活用し、保育士の処遇改善に取り組む

民間保育所へ資金の交付を行うことにより、保育士の確保を進める。

今回補正額：37,466千円

◆農業経営体育成支援事業
事 業 目 的：�意欲ある担い手の育成・確保を行うため、中心経営体等が経営規模の

拡大等に必要な農業用機械等を導入する場合に支援を行う。

事 業 主 体：�人・農地プランに位置づけられた中心経営体等

事業（補正）の内容：�金融機関からの融資を活用して農業用機械等を導入する場合に
最大で3／10まで助成する。

今回補正額：25,905千円

（配分地区） （国庫補助金）

瑞 　 穂 10,596,000円（7件）

愛 　 野 2,253,000円（3件）

千 々 石 10,056,000円（8件）

小 　 浜 3,000,000円（1件）

平成25年度一般会計補正予算（第4号）
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◆繰上償還元金
事 業 目 的：�民間金融機関から過去に借り入れた市の地方債（借金）を繰り上げて

償還（返済）し、後年度の負担を軽くする。

事業（補正）の内容：�地方債元金繰上償還金　5億7,255万2千円�
　　※内訳　銀行より14件の借入の分

◆土地改良施設耐震対策事業
事 業 目 的：�大地震が発生しても橋脚が倒壊しないよう補強工事を行うとともに、

橋桁の落下防止の対策を行う。

事　業　費

事業（補正）の内容

　　　橋脚補強工　　６橋　

　　　　　吾　妻　……　山田川大橋、鼻繰大橋、黒木谷橋
　　　　　小　浜　……　山畑大橋
　　　　　南串山　……　加例川大橋、内原大橋

　　　落橋防止工　　３橋　

　　　　　国　見　……　金山橋、宮田橋、西田大橋

（単位：千円）

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額

24,341 29,294 53,635
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平成24年度一般会計
及び 特別会計決算概要

　一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入決算額401億5,102万4,788円に対
し、歳出決算額は386億9,959万5,227円で、歳入歳出差引額の14億5,142万
9,561円の黒字決算となっている。

（単位：円、％）

会　計　別
歳　　入 歳　　出

差引額
決　算　額 構成比 決　算　額 構成比

一　般　会　計 29,191,333,590 72.7� 27,937,301,548 72.2� 1,254,032,042

特　
別　
会　
計

国民健康保険 7,720,584,898 19.2� 7,560,508,119 19.5� 160,076,779

後期高齢者医療 465,202,643 1.2� 464,217,198 1.2� 985,445

簡易水道事業 908,697,629 2.3� 890,192,854 2.3� 18,504,775

下 水 道 事 業 1,198,518,319 3.0� 1,184,296,942 3.1� 14,221,377

と 畜 場 492,932,862 1.2� 492,932,862 1.3� 0

国民宿舎事業 162,225,788 0.4� 158,699,218 0.4� 3,526,570

温泉浴場事業 11,529,059 0.0� 11,446,486 0.0� 82,573

小　　計 10,959,691,198 27.3� 10,762,293,679 27.8� 197,397,519

合　　計 40,151,024,788 100.0� 38,699,595,227 100.0� 1,451,429,561

　一般会計、特別会計の国民健康保険及び後期高齢者医療については、採決の
結果、賛成多数で認定し、その他の特別会計は全会一致で認定となりました。

各会計の決算内訳

本会議での審査状況
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賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25
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平成24年度雲仙市一般
会計歳入歳出決算認定
について

認定 23：2 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度雲仙市国民
健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について

認定 23：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年度雲仙市後期
高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定につい
て

認定 23：2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諫早湾干拓事業に係る
潮受堤防排水門の開門
準備に強く抗議し、即刻
中止を求める意見書につ
いて

可決 22：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

○は賛成　　●は反対

平成24年度の主な施策を紹介します
○福祉医療費支給事業

　心身障害者、乳幼児、母子家庭、父子家庭、寡婦に対し
医療費の一部を支給し、福祉の増進を図った。

　・心 身 障 害 者 分……97,633千円
　・乳幼児等対象分……65,832千円

○中山間地域等直接支払制度事業……79,474千円
　中山間地域における耕作放棄地の発生を防止し、将来に
わたって持続的な農業生産活動を可能とすることにより、
集落の多面的機能の増進を図った。
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意見書を国へ送付しました

　今定例会では、次の５つの意見書について
すべて可決され、国の関係省庁へ送付しまし
た。

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のため
の意見書について

　自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な
強化をはかることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・
保全等を推進する市町村の役割を踏まえ、「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定
割合を、森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を強く求める。

　　【提出先】
　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
　　　農林水産大臣、環境大臣、経済産業大臣

ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書

　国は、温泉所在都市に対するホテル・旅館等の建築物の耐震化を迅速かつ円滑に推進す
るため、必要な財政支援措置の充実を図るとともに、「建築物の耐震改修の促進に関する
法律の一部を改正する法律」の施行に当っては、地方公共団体や当該建築物の所有者の実
情等を十分踏まえ、必要な財政支援措置が確立されるまでは施行期限を延長することなど、
特段の配慮がなされるよう要望する。

　　【提出先】
　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣、観光庁長官
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合併算定替終了後の新たな財政支援措置を求める意見書について

　合併市町が今後も一体となって住民サービスを維持し、将来のまちづくりが力強く推進
できるよう、合併団体であるが故に削減できない財政需要や新たな財政需要に対応したき
め細かい補正等の創設を行うことにより、合併算定替の終了によって捻出される財源の相
当額を合併市町村に還元すること。　

　　【提出先】
　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
　　　内閣官房長官

諫早湾干拓事業に係る潮受堤防排水門の開門準備に強く抗議し、
即刻中止を求める意見書について

　�国は地元の意思を無視し、開門に向けた事前対策工事を発注するなど開門ありきの姿
勢を続けている。
　開門調査は、本市にとって、市民の安心・安全を脅かし、干拓地の農業者、諫早湾岸の
漁業者の安定経営を破壊する暴挙であり、到底容認できるものではない。
　国が進める潮受堤防排水門の開門準備に強く抗議し、即刻中止するよう求める。

　　【提出先】
　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、農林水産大臣、環境大臣、内閣官房長官

地方税財源の充実確保を求める意見書

　地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい
状況が続いている。
　こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うために
は、地方税財源の充実確保が不可欠であるため、地方交付税の増額による一般財源総額及
び地方税源を充実確保するよう求める。

　　【提出先】
　　　内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣
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◆平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

◆諫早湾干拓事業に係る潮受堤防排水門の開門準備に強く抗議し、
　即刻中止を求める意見書について

賛　成

賛　成

●国民健康保険事業は、市の一般会計から独立
の会計として運営しており、一般会計からの
法定外繰入れは、公平性を欠く。社会保険、
共済保険加入者が、市全体の約半分位であり、
一般財源から繰入れとなると、市の税金を投
入することになり好ましくないとの考えだ。
大変厳しい財政運営となっており国民皆保険
制度が破綻をすると全額医療費を支払わなけ
ればならず、この事を絶対に避けなければな
らない。以上の理由により賛成します。
� 【平野�利和�議員】

●国は開門に向けた事前対策工事で諫早市長田
海岸の背後地既設堤防の保全対策工事と小江
干拓地の代替水源地対策ため池整備工事を県
及び地元の理解を得ないまま、工事に着手し
ようとしたため、国の対応に強く抗議すると
ともに再び一方的に着手しないよう求めたの
でありますが、今回再度事前工事に着手しよ
うとしている。地元の意向を全く無視した国
の行為は、極めて遺憾であり、意見書案に賛
成します。
� 【浦川�康二�議員】

●反対の理由の第1は、平成24年度の国民健康
保険税額は多くの加入者にとって支払いが困
難な高さにあること。
　世帯平均税額177,894円、被保険者平均税
額84,725円となっている。
　私が行ったアンケート調査でも回答者の8
割が「高くて困る」と回答している。
　第2は、国保税の引下げが必要だと思うが、
それはされなかった。基金の取り崩しと一般
会計からの法定外の繰り入れの両面から「払
える国保税」にすることが求められている。
　国民健康保険制度の危機の根本原因は、国
庫負担率を大巾に引き下げたことにある。
� 【上田��篤�議員】

●知事は、我々開門を求める漁民の声を全く聞
かない。福岡高裁判決は確定したもので、開
門（調査）は国の責務だ。司法の判決を守る
ことは、国民の義務であり、県の首長である
知事は当然のことだ。もし、開門調査で市民
の生命・財産が脅かされるときは排水門を閉
めれば良い。住民同士が対立をしている場
合、知事は双方の間に立って利害関係を調整
し、双方が生活できるようにするのが務めだ。
話し合いによって解決する以外にない。
� 【石田�德春�議員】

●８月28日の説明会の話はほぼ納得のいくも
のであった。問題は、こういう話を最後の最
後に出してきて、漁民に対しても農民に対し
てもまともに対応しない国に一番の責任があ
る。開門期限まであと３カ月だが、最大限の
努力をするべきだ。基本は農業も漁業も防災
も成り立つ方策でやることだ。それこそ雲仙
市の発展につながる。今の県知事の姿勢は憲
法違反以外の何物でもない、という見解もあ
る。これからでも態度をあらためるべきだ。
� 【上田��篤�議員】

反　対

反　対

討 論
認  定

原案可決

討論とは・・・
　議会の会議において、表決の前に議題となっ
ている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見
を表明することを言います。
　意見の異なる相手を自己の意見に同調させよ
うと努めることに、その意義があります。
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

報告第 3 号 平成24年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について ―

議案第65号 島原地域広域市町村圏組合規約の変更について 原案可決

議案第66号 長崎県病院企業団規約の変更について 原案可決

議案第67号 雲仙市国見神代小路歴史文化公園の鍋島邸の管理に関する条例の一部を改正
する条例について 原案可決

議案第68号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案第69号 平成25年度雲仙市一般会計補正予算（第4号）案について 原案可決

議案第70号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）案について 原案可決

議案第71号 平成25年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 原案可決

議案第72号 平成25年度雲仙市水道事業会計補正予算（第3号）案について 原案可決

議案第73号 工事請負契約の変更について 原案可決

議案第74号 内原・新山辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決

認定第 1 号 平成24年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 2 号 平成24年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 3 号 平成24年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 4 号 平成24年度雲仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 5 号 平成24年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 6 号 平成24年度雲仙市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 7 号 平成24年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 8 号 平成24年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 9 号 平成24年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　定

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決

諮問第 2 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決

諮問第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案可決

陳情第 1 号 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採択」に関する陳情について（ご依頼） 採　択

発議第 8 号 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書について 原案可決

発議第 9 号 ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に関する意見書について 原案可決

発議第10号 合併算定替終了後の新たな財政支援措置を求める意見書について 原案可決

発議第11号 地方税財源の充実確保を求める意見書について 原案可決

発議第12号 諫早湾干拓事業に係る潮受堤防排水門の開門準備に強く抗議し、即刻中止を
求める意見書について 原案可決

平成25年第３回雲仙市議会定例会　議決結果

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）9



常任委員会報告

　
業
務
効
率
化
や
市
の
独
自
政
策
の

展
開
等
を
図
る
た
め
の
雲
仙
市
電
算

シ
ス
テ
ム
構
築
に
伴
い
、
組
合
に
お

け
る
共
同
処
理
事
務
を
変
更
す
る
た

め
、
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
関

係
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
庁
舎
整
備
基

金
積
立
金
、
減
債
基
金
積
立
金
、
地

方
債
の
元
金
償
還
金
、
住
民
自
治
推

進
事
業
、
人
件
費
、
島
原
な
ら
び
に

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
負
担

金
、
会
議
録
作
成
事
業
な
ど
。

　
徴
収
業
務
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
、
意
見
を
付
す
こ
と
を
全
会
一
致

で
決
定
。

　

平
成
24
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、

市
税
の
滞
納
額
（
収
入
未
済
額
）
は

約
６
億
５
，
９
３
１
万
円
と
な
っ
て

お
り
、前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

平
成
21
年
度
に
収
納
推
進
課
を
設
置

し
、
税
務
課
・
総
合
支
所
及
び
嘱
託

職
員
５
人
で
徴
収
業
務
に
あ
た
っ
て

き
て
い
る
。
一
定
の
成
果
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
毎
年
滞
納

額
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で

き
な
い
。

　
税
は
市
財
政
の
運
営
に
と
っ
て
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
納
税
者
の
納
付

意
識
を
損
ね
な
い
た
め
に
も
、
市
税

の
徴
収
率
の
向
上
や
滞
納
額
の
削
減

に
向
け
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、

要
望
す
る
。

一
、
市
税
の
徴
収
業
務
の
実
施
体
制

の
見
直
し
を
含
め
検
証
す
る
こ

と
。

二
、全
庁
的
な
徴
収
対
策
を
研
究
し
、

職
員
や
市
民
の
税
意
識
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
。

三
、
債
権
や
動
産
等
の
法
的
な
滞
納

処
分
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。

質
疑　
市
税
の
収
入
未
済
額
・
不
納

欠
損
額
が
多
額
で
あ
り
、
税
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
も
徹
底
的
に
徴
収
す

べ
き
で
あ
る
が
、
対
策
は
ど
う
考
え

る
の
か
。

答
弁　
臨
戸
徴
収
に
加
え
・
差
し
押

さ
え
等
に
よ
る
債
権
回
収
を
図
る
と

と
も
に
、
財
産
等
が
全
く
無
く
納
税

が
見
込
め
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は

執
行
停
止
を
行
い
た
い
。

質
疑　
軽
自
動
車
税
の
滞
納
に
つ
い

て
、税
額
も
小
額
で
徴
収
し
や
す
く
、

差
し
押
さ
え
の
対
応
が
可
能
と
思
う

が
、
取
り
組
み
は
。

答
弁　
3
年
以
上
の
長
期
滞
納
者
に

つ
い
て
は
、
実
態
調
査
を
実
施
し
、

納
付
及
び
滞
納
指
導
等
を
行
っ
て
い

る
。

意
見　
議
会
定
例
会
等
の
会
議
録
を

市
民
に
広
く
お
知
ら
せ
し
、
身
近
で

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
各
町
の

図
書
館
・
図
書
室
に
備
え
る
よ
う
に

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
交
付
税
が
減
額
さ
れ
、
大
幅
な
財

源
不
足
を
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
し
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

が
力
強
く
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
合

併
算
定
替
に
替
わ
る
新
た
な
財
政
支

援
措
置
を
講
じ
る
よ
う
、
関
係
省
庁

へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
全
会

一致
で
決
定
し
た
。

　
地
方
財
政
は
社
会
保
障
関
係
費
等

の
財
源
需
要
の
増
加
や
地
方
税
収
の

低
迷
等
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り

を
安
定
的
に
行
う
た
め
に
、
地
方
税

財
源
を
充
実
確
保
す
る
よ
う
、
関
係

省
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

合
併
算
定
替
終
了
後
の
新
た
な
財

政
支
援
措
置
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

付　　託　（審議）　案　　件 審議結果

島原地域広域市町村圏組合規約の変更について 原案可決

平成24年度 一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

合併算定替終了後の新たな財政支援措置を求める意見書 決　議

地方税財源の充実確保を求める意見書 決　議

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
３
件
・
認
定
１

件
を
決
定
し
、ま
た
意
見

書
２
件
を
決
議
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

委員会の審査状況

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）10



常任委員会報告

文
教
厚
生

　
新
た
に
建
物
の
内
部
を
公
開
す
る

こ
と
に
伴
い
、
使
用
料
の
一
部
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

意
見　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
新

料
金
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く

よ
う
、
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　
身
体
障
害
者
の
入
場
料
も
１
０
０

円
か
ら
１
３
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
た
め
、
車
椅
子
等
の
方
に
も
極
力

配
慮
し
た
優
し
い
つ
く
り
と
な
る
よ

う
研
究
し
て
ほ
し
い
。

　

み
ず
ほ
温
泉
千
年
の
湯
に
お
い

て
、
脱
衣
所
の
ロ
ッ
カ
ー
が
倒
れ
利

用
者
の
方
が
打
撲
し
た
も
の
。

質
疑　
ロ
ッ
カ
ー
の
メ
ー
カ
ー
に
対

し
責
任
は
問
わ
な
い
の
か
。

答
弁　

設
置
者
で
あ
る
市
が
ロ
ッ

カ
ー
の
転
倒
防
止
策
を
と
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
た
め
、

メ
ー
カ
ー
側
に
責
任
を
問
う
考
え
は

な
い
。

質
疑　
事
故
が
発
生
し
た
３
月
か
ら

議
案
の
上
程
ま
で
５
カ
月
を
経
過
し

た
理
由
は
。

答
弁　
被
害
者
が
転
院
治
療
を
考
え

て
い
る
と
の
意
向
で
あ
っ
た
た
め
、

治
療
の
経
過
を
見
守
っ
て
い
た
が
、

６
月
下
旬
に
被
害
者
と
面
談
し
た
際

に
、
転
院
は
行
わ
ず
４
月
に
治
療
は

終
了
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
後

書
類
作
成
等
の
手
続
き
に
入
っ
た
た

め
時
間
を
要
し
た
。

　
重
要
文
化
財
旧
鍋
島
家
住
宅
長
屋

門
ほ
か
４
棟
保
存
修
理
工
事
の
変
更

契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

質
疑　
度
重
な
る
契
約
変
更
の
理
由

は
。

答
弁　
工
事
を
進
め
る
中
で
当
初
想

定
で
き
な
い
部
分
が
出
て
く
る
た

め
、
修
理
の
方
針
を
再
度
検
討
し
、

文
化
庁
の
指
導
に
基
づ
き
変
更
し
て

い
る
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
通
常
保
育
事

業
、
健
康
診
査
事
業
、
県
央
県
南
広

域
環
境
組
合
負
担
金
、
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
交
付
金
事
業
な
ど
。

質
疑　
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
は
特

定
健
診
及
び
が
ん
検
診
等
の
受
診
率

向
上
が
第
一
の
目
的
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
事
業
の
効
果
は
。

答
弁　

初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
幅
な
受
診
率
向
上
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
い
が
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
少
な
く

と
も
３
年
は
継
続
し
、
受
診
率
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

意
見　
瑞
穂
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
を
は

じ
め
と
し
た
市
の
全
施
設
に
つ
い

て
、
運
営
状
況
や
老
朽
化
の
問
題
な

ど
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　
来
年
度
開
催
の
「
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
」
に
つ
い
て
、
看
板
等
の
設
置

が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
市
内

の
機
運
を
高
め
る
た
め
に
も
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

　
公
立
公
民
館
等
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
他
の
部
署
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
市
全
体
と
し
て
の
方
針
を
決

定
し
て
ほ
し
い
。

質
疑　
入
場
者
の
増
加
の
理
由
は
。

答
弁　
平
成
23
年
度
は
施
設
改
修
の

た
め
43
日
間
閉
館
し
て
お
り
、
平
成

24
年
度
は
営
業
時
間
の
延
長
及
び
施

設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
効
果
が

あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

雲
仙
市
国
見
神
代
小
路
歴
史
文
化

公
園
の
鍋
島
邸
の
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
温
泉
浴
場
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

付　　託　　案　　件 審議結果

長崎県病院企業団規約の変更についてほか2件 原案可決

雲仙市国見神代小路歴史文化公園の鍋島邸の管理に関する条例の一
部を改正する条例について 原案可決

平成25年度一般会計補正予算（第4号）案 原案可決

平成24年度一般会計歳入歳出決算認定についてほか４件 認　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、原
案
可
決
５
件
、認
定

５
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員会の審査状況

みずほ温泉千年の湯

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）11



常任委員会報告

　
市
で
行
っ
て
い
る
通
常
の
除
草
作

業
は
、
設
計
単
価
が
非
常
に
安
く
、

入
札
に
指
名
さ
れ
て
も
、
辞
退
す
る

業
者
も
い
る
と
聞
く
。

　
担
当
部
署
に
よ
る
積
算
単
価
の
相

違
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　
適
正
な
単
価
で
積
算
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
事
業
に

は
毎
年
度
多
額
の
予
算
が
費
や
さ
れ

て
い
る
。
費
用
対
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
て
再
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
ほ
か
の
補
助
団
体
に
は
な
い
80
％

を
超
え
る
高
い
補
助
率
の
う
え
、
毎

年
度
１
，
３
０
０
万
円
以
上
の
経
費

を
要
し
て
い
る
雲
仙
市
観
光
協
議
会

の
今
後
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
団
体

に
引
き
継
い
で
も
ら
う
こ
と
も
踏
ま

え
て
見
直
し
を
求
め
る
。

　
雇
用
の
観
点
か
ら
も
、
煮
干
し
加

工
場
新
設
へ
の
支
援
の
考
え
と
し

て
、
キ
ラ
リ
と
光
る
雲
仙
産
地
支
援

事
業
に
お
け
る
補
助
の
嵩
上
げ
や
、

県
へ
の
陳
情
・
相
談
な
ど
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。

　
市
型
浄
化
槽
に
は
グ
リ
ー
ス
阻
集

器
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
個

人
の
浄
化
槽
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な

い
。
同
じ
浄
化
槽
で
あ
り
な
が
ら
、

維
持
管
理
面
で
矛
盾
点
が
感
じ
ら
れ

る
。
同
じ
市
内
に
お
い
て
、
公
平
性

を
欠
く
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

反
対
討
論　
市
道
吾
妻
平
木
場
線
道

路
公
園
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
現
地

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
費
用
対
効
果

や
施
設
全
体
の
利
用
計
画
を
考
え
て

も
、
無
駄
使
い
と
思
わ
れ
利
用
者
も

少
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と
し
て
、
全

会
一
致
で
採
択
し
、
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と
し
て
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
24
箇
所
の
現
地
調
査

を
実
施
し
た
。

　
市
道
改
良
工
事
に
お
い
て
、
一
部

狭
小
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後

は
、
担
当
部
署
と
連
携
を
図
り
、
用

地
取
得
に
努
め
早
期
完
成
を
お
願
い

し
た
い
。

　
市
道
吾
妻
平
木
場
線
道
路
公
園
整

備
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
調
査

し
た
結
果
、
今
後
は
必
要
最
小
限
度

の
仕
上
が
り
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
の
決
算
関
係
の
現
地
に

つ
い
て
は
、
執
行
部
の
日
常
業
務
の

努
力
に
よ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
今
年
度
取
り
組
ま
れ
る
業
務
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
努
力
方
を
お
願
い

す
る
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
案
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確

保
の
た
め
の
意
見
書
採
択
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
建
築
物
の
耐
震

化
の
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

付　　託　　案　　件 審議結果

平成25年度一般会計補正予算（第４号）案　ほか３件 原案可決

平成24年度一般会計歳入歳出決算認定　ほか４件 認　定

森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のため
の意見書採択に関する陳情について 採　択

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
４
件
、
認
定
５
件
、

採
択
１
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り

で
す
。

産
業
建
設

有害鳥獣被害防止対策（千々石） 市道吾妻平木場線道路公園整備工事（吾妻）

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）12



一般質問

 

平
野
議
員 　
市
民
よ
り
「
市
役

所
に
は
行
き
た
く
な
い
。
ど
こ
に

行
け
ば
良
い
か
わ
か
ら
ず
、
あ
い

さ
つ
も
し
て
く
れ
ず
冷
た
い
感
じ

が
す
る
」
と
の
意
見
を
聞
く
が
、

ど
の
様
に
考
え
る
か
。

 

金
澤
市
長 　

職
員
に
3
つ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
る
。

1
．
何
と
か
市
民
の
皆
様
の
お
役

に
立
と
う
と
思
っ
て
、
地
域
の
皆

様
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
仕
事
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

2
．
良
い
事
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
く

良
い
存
在
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
も

ら
い
た
い
。

3
．
大
き
な
努
力
で
小
さ
な
成
果

と
い
う
こ
と
を
習
い
性
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
と
言
っ
て
い
る
。

　
意
識
改
革
は
日
ご
ろ
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
は
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
で
あ
る
意
思
を
持
っ

て
業
務
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 

平
野
議
員 　
6
月
議
会
で
、
職

員
の
怠
慢
に
よ
る
指
導
を
お
願
い

し
て
い
た
。
公
務
員
と
は
、
国
民

全
体
に
奉
仕
す
る
こ
と
。
議
員
も

同
じ
だ
。
公
僕
で
あ
る
。
公
衆
に

奉
仕
す
る
者
と
あ
る
。
ど
の
よ
う

に
考
え
て
指
導
し
て
い
る
の
か
。

 

境
川
副
市
長 　
一
人
一
人
が
変

わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
そ
れ
を

踏
ま
え
て
具
体
的
に
指
導
し
て
い

く
。

他
の
質
問

◦
高
齢
者
健
康
促
進
は

◦
観
光
協
会
の
役
割
は

市職員の資質向上を！
雲
仙
市
職
員
の
資
質
は

市政を問う 9名の議員が一般質問

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

平野　利和…P13
町田　　誠…P14
坂本　弘樹…P14

上田　　篤…P15
柴田　安宣…P15
林田　哲幸…P16

小田　孝明…P16
浦川　康二…P17
福田　大東…P17

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）13



金澤市政のここが聞きたい

 

坂
本
議
員 　
河
川
護
岸
整
備
か

ら
50
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
し
て

い
る
が
、
管
理・整
備
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
市
内
1
3
8
の
河

川
が
あ
り
、
整
備
か
ら
50
年
以
上

経
過
し
基
礎
部
の
洗
掘
や
護
岸
の

緩
み
等
が
多
く
見
ら
れ
る
。
洪
水

等
の
想
定
外
の
災
害
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
適
切
な
管
理
に
努
め

る
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
老
朽
箇

所
の
把
握
が
出
来
て
い
な
い
。
地

元
自
治
会
や
関
係
者
か
ら
の
情
報

提
供
を
受
け
調
査
し
緊
急
性
等
考

慮
し
随
時
維
持
管
理
を
し
て
い
る
。

 

坂
本
議
員 　
市
か
ら
の
調
査
は

実
施
し
な
い
の
か
。

 

野
口
部
長 　
市
管
理
の
河
川
延

長
が
14
万
8
千
m
で
あ
り
現
時
点

で
は
、
地
元
か
ら
の
情
報
に
よ
り

迅
速
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

坂
本
議
員 　
市
内
50
箇
所
以
上

の
公
園
が
あ
り
、
管
理
を
業
者
に

委
託
し
て
あ
る
。
委
託
料
の
計
算

基
礎
は
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
多
く
の
公
園

が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、

そ
の
ほ
か
に
地
域
自
治
会
及
び
組

合
に
委
託
し
て
い
る
。
委
託
料
は

過
去
の
実
績
を
基
に
工
種
ご
と
に

積
算
す
る
。
積
算
根
拠
は
除
草
・

害
虫
防
除・剪
定
面
積
及
び
本
数・

ト
イ
レ
清
掃
や
遊
具
保
守
点
検
・

機
械
借
上
げ
等
積
算
し
委
託
料
を

決
定
し
て
い
る
。

河川護岸老朽化対策は

 

町
田
議
員 　
子
宮
頸
が
ん
予
防

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う

健
康
管
理
で
、
リ
ス
ク
と
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
厚
労
省

の
発
表
で
は
、
国
内
で
毎
年
約

1
万
5
千
人
が
発
病
し
陽
性
と
診

断
さ
れ
、
そ
の
中
で
約
3
千
5
百

人
が
毎
年
亡
く
な
っ
て
い
る
。
並

行
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
作
用

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
予
防
と

対
策
、
並
び
に
啓
蒙
を
ど
う
考
え

る
か
。

 

金
澤
市
長 　
本
年
6
月
14
日
に

厚
労
省
か
ら
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果

関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な

痛
み
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
特
異

的
に
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
副
反

応
の
発
生
頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か

に
な
り
、
適
切
な
情
報
提
供
が
で

き
る
ま
で
の
間
、
定
期
接
種
を
積

極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
勧
告
が
出
さ
れ
た
。

 

町
田
議
員 　
健
康
づ
く
り
課
よ

り
広
報
う
ん
ぜ
ん
9
月
号
に
「
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
結
核
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
載
っ
て
い
た
。
結
核

予
防
法
が
昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ

て
か
ら
数
十
年
が
経
過
し
、
結
核

対
策
を
取
り
ま
く
状
況
は
大
き
く

変
化
し
た
。
高
齢
者
の
発
病
の
方

で
、
以
前
に
感
染
を
受
け
安
定
し

た
病
巣
の
中
で
増
殖
を
止
め
て
い

た
結
核
菌
が
何
ら
か
の
理
由
で
三

た
び
増
殖
を
始
め
て
発
病
す
る
。

病
原
体
の
撲
滅
に
つ
い
て
市
の
対

応
を
聞
き
た
い
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
検
診
や

B
C
G
接
種
な
ど
に
よ
り
、
結
核

患
者
は
減
少
し
て
い
る
。
予
防
対

策
と
し
て
は
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
最
善
で
あ
り
、
検
診
率
を

上
げ
て
い
く
。

健康管理啓発対策は

結
核
感
染
と
予
防
対
策
は

子
宮
頸
が
ん
予
防
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
健
康

管
理
は

公
園
管
理
委
託
料
は

町
まちだ

田　　誠
まこと

議員

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員
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一般質問

 

柴
田
議
員 　
定
住
化
促
進
の
た

め
、職
場
の
確
保
は
必
然
で
あ
る
。

愛
野
町
は
農
地
の
白
地
が
多
く
、

土
地
が
安
く
、
造
成
工
事
を
し
て

も
液
状
化
が
起
き
な
い
。
千
々
石

の
水
等
を
考
え
、
イ
ン
タ
ー
直
近

で
あ
る
愛
野
町
に
工
業
団
地
造
成

で
企
業
誘
致
を
実
現
す
る
と
、
人

口
増
・
定
住
化
対
策
に
も
な
る
と

思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
愛
野
地
域
は
定
住

及
び
移
住
促
進
が
見
込
め
る
地
域

で
あ
り
、
今
後
優
良
農
地
と
兼
ね

合
い
を
取
り
な
が
ら
、
実
現
に
向

け
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

 

柴
田
議
員 　
都
市
計
画
法
で
愛

野
地
域
を
囲
い
込
む
と
、
移
住
人

口
の
減
少
に
繋
が
り
、
都
市
計
画

は
変
更
が
見
込
め
な
い
。
が
ち
が

ち
の
都
市
計
画
で
な
く
、
大
村
市

方
式
の
白
地
が
多
い
計
画
の
検
討

を
。

 

金
澤
市
長 　
基
盤
整
備
推
進
委

員
会
を
中
心
に
区
域
の
決
定
、
非

農
用
地
創
設
も
視
野
に
計
画
提
案

す
る
。
都
市
計
画
の
指
定
は
新
た

な
規
制
が
伴
う
の
で
慎
重
に
研
究

し
た
い
。

 

柴
田
議
員 　
合
併
時
、
条
例
で

制
定
し
た
愛
野
本
庁
舎
（
現
在
の

愛
野
町
公
民
館
）
の
場
所
に
、
公

民
館
と
総
合
支
所
併
設
案
が
出
て

い
る
が
、
N
H
K
の
ど
自
慢
が
行

え
る
規
模
は
ど
う
な
の
か
。
愛
野

総
合
支
所
と
現
公
民
館
を
加
算
す

る
と
、
実
現
で
き
る
と
思
う
が
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
現
施
設

を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
市
の
中

心
で
あ
り
市
民
が
集
ま
り
や
す
い

立
地
等
も
考
慮
し
、
交
流
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
総
合
支
所
長
の
権
限
に
つ
い
て

雲仙市は希望持てる街

 

上
田
議
員 　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
、
歩
道
の
整
備
、
信
号
機
の
設

置
な
ど
の
要
求
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
市
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
交
通
事

故
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
死
亡
事
故

も
多
い
。
信
号
機
に
つ
い
て
は
、

各
種
団
体
か
ら
の
要
望
書
は
警
察

署
へ
出
さ
れ
、
そ
こ
で
検
討
し
て

県
警
本
部
へ
上
申
す
る
。
そ
こ
で

再
度
検
討
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
ら

予
算
が
つ
く
。
お
お
よ
そ
年
に
20

～
30
件
設
置
さ
れ
る
。

 

上
田
議
員 　
自
治
会
長
を
通
じ

て
要
望
を
あ
げ
る
こ
と
は
大
事
だ

と
思
う
。
市
と
し
て
も
積
極
的
に

調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 

広
瀬
部
長 　
市
は
申
請
の
ア
ド

バ
イ
ス
と
か
現
場
検
証
時
に
必
要

性
を
説
明
し
て
い
る
。

 

上
田
議
員 　
中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
市
は

研
究
・
調
査
し
た
か
。

 

本
多
市
民
福
祉
部
長 　
市
の
福

祉
医
療
は
県
の
福
祉
医
療
の
補
助

要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　
医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
校
6

年
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、入
院・

通
院
で
2
0
0
6
万
円
、
入
院
の

み
が
5
4
4
万
円
、
中
学
3
年
生

ま
で
拡
大
し
た
場
合
、
入
院
・
通

院
で
2
7
0
0
万
円
、
入
院
の
み

で
7
3
2
万
円
か
か
る
。

 

上
田
議
員 　
全
国
各
地
で
と
り

組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
必
要
性
が

あ
る
か
ら
だ
。
長
崎
県
で
は
南
島

原
市
と
松
浦
市
だ
け
だ
が
、
全
国

で
は
1
7
4
2
市
町
村
で
中
学
校

卒
業
ま
で
の
通
院
無
料
は
8
2
9

（
47
％
）。入
院
は
1
0
8
6（
62
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
2
7
0
0
万
円

は
市
の
予
算
か
ら
す
れ
ば
0
．
1

％
以
下
だ
。

中卒まで医療費無料に
市
民
の
交
通
安
全
に
責
任
を

市
長
の
決
断
で
中
学
校
卒
業

ま
で
医
療
費
を
無
料
に

農
振
農
用
地
の
考
え
方

都
市
計
画
法
の
取
り
組
み
は

上
うえだ

田　　篤
あつし

議員

柴
しば た

田　安
やすのぶ

宣議員

雲
仙
市
の
人
口
対
策
は

庁
舎
建
設
と
総
合
支
所
は

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）15



金澤市政のここが聞きたい

 

小
田
議
員 　
市
長
が
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
球
団
の
2・3
軍
の
本
拠

地
球
場
施
設
等
の
国
体
馬
術
会
場

跡
地
へ
の
誘
致
を
名
乗
り
出
た
の
は

英
断
で
あ
る
。誘
致
推
進
体
制
は
。

 

金
澤
市
長 　
距
離
的
に
厳
し
い

が
、
広
大
な
敷
地
と
市
の
環
境
を

P
R
し
推
進
し
た
い
。
県
・
地
元

企
業
・
事
業
所
・
市
民
を
挙
げ
て

歓
迎
し
、
応
援
す
る
体
制
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。

 
小
田
議
員 　
平
成
24
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
青
年
就
農
給
付
金
（
経

営
開
始
型
）
の
現
状
は
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
平

成
24
年
度
25
人
、
平
成
25
年
度
26

人
、
合
計
51
人
で
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
新
規
就
農
者
51
人

は
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
周

知
・
指
導
を
強
化
し
、
就
農
者
確

保
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

 

小
田
議
員 　
選
挙
で
は
投
票
率

が
命
で
あ
る
。
市
内
41
ヶ
所
の
投

票
所
が
28
ヶ
所
と
な
っ
て
か
ら
、

国
政
（
衆
・
参
）
選
挙
の
投
票
率

は
下
が
っ
て
い
る
。

 

山
本
選
挙
管
理
委
員
長 　
平
成

25
年
、
国
の
選
挙
執
行
経
費
の
改

正
が
あ
る
前
か
ら
投
票
所
の
見
直

し
を
進
め
て
28
ヶ
所
に
決
定
し

た
。
1
、
2
年
の
結
果
を
み
て
見

直
し
の
必
要
が
あ
る
か
な
い
か
を

協
議
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
馬
術
会
場
の
進
捗
状
況

◦
国
体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

◦
新
規
就
農
支
援
事
業

◦
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
事
業

◦
平
成
25
年
度
長
崎
県
へ
の
施
策

に
関
す
る
要
望
・
提
案
に
つ
い

て

ホークス球場誘致を

 

林
田
議
員 　
国
見
総
合
支
所
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
計
画
で
は
、

国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

支
所
機
能
を
移
設
す
る
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
こ
に
き
て
な
ぜ
新
築

案
に
変
更
さ
れ
た
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
市
議
会
や
自
治
会

長
会
議
、
地
域
審
議
会
等
で
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
改
め

て
整
備
費
用
も
含
め
て
総
合
的
に

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
支
所
機
能

の
施
設
を
新
築
す
る
こ
と
で
再
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 

近
藤
政
策
企
画
課
長 　
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
移
設
す
る
場

合
は
、
内
部
改
修
及
び
一
部
増
築

で
、
合
計
7
8
0
0
万
円
と
見
込

ん
で
お
り
、
更
に
建
築
基
準
法
の

現
行
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
改

修
を
行
う
た
め
に
は
耐
震
補
強
な

ど
の
改
修
費
が
必
要
に
な
る
。
一

方
、
3
5
0
㎡
程
度
の
庁
舎
を
新

築
す
る
場
合
は
、
概
算
で
8
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

 

林
田
議
員 　
6
つ
の
総
合
支
所

の
中
で
、
国
見
支
所
だ
け
が
単
独

で
新
築
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場

合
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の

か
。

 

近
藤
課
長 　
幅
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
今
年
度
中
に
整

備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

 
林
田
議
員 　
私
は
基
本
的
に
庁

舎
に
お
金
を
か
け
な
い
で
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
。
多
く
の
市
民
が

納
得
す
る
形
で
庁
舎
整
備
計
画
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。

 

林
田
議
員 　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
納
税
相
談

で
、
自
主
的
で
安
定
的
な
納
税
に

繋
げ
る
指
導
は
で
き
な
い
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
早
い
時

期
に
導
入
が
で
き
る
よ
う
に
調

査
・
研
究
を
し
て
い
る
。

どうなる総合支所庁舎
庁
舎
整
備
計
画

税
の
収
納
対
策

農
業
へ
の
就
職
対
策

投
票
率
が
低
下

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員
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一般質問

 

福
田
議
員 　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
で
大
手
企
業
で
は
好
決
算
が
発

表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は

雲
仙
市
観
光
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
今
は
観
光
産
業
に

と
っ
て
経
営
安
定
に
向
け
た
重
要

な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
市
は
観

光
産
業
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
た

め
、
大
手
旅
行
業
者
、
公
共
交
通

機
関
、
観
光
関
係
機
関
と
協
議
・

連
携
を
深
め
、
観
光
振
興
策
を
研

究
し
て
ゆ
く
。

 

福
田
議
員 　
全
国
の
温
泉
地
、

観
光
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
を
揺
る
が

す
「
改
正
耐
震
改
修
促
進
法
」
が

国
会
で
可
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
詳

細
は
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
昭
和
56

年
5
月
以
前
に
建
設
さ
れ
た

5
0
0
0
㎡
以
上
で
不
特
定
多
数

が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
耐

震
診
断
を
行
い
、
診
断
結
果
を
平

成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
県
に
報

告
し
、県
は
公
表
す
る
よ
う
改
正
。

 

福
田
議
員 　
改
正
耐
震
改
修
促

進
法
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、

1
、
対
策
本
部
の
設
置
、
2
、
全

国
温
泉
地
市
長
会
と
の
連
携
、

3
、
長
崎
県
へ
の
陳
情
、
4
、
地

元
国
会
議
員
へ
の
陳
情
、
以
上
4

項
目
を
提
言
す
る
。

 

金
澤
市
長 　
貴
重
な
提
言
と
し

て
今
後
十
分
参
考
に
し
た
い
。

 

福
田
議
員 　
市
長
が
抱
く
観
光

の
未
来
像
は
。

 

金
澤
市
長 　
極
め
て
困
難
な
問

題
だ
が
、
観
光
施
策
を
検
証
し
整

理
し
て
、次
の
段
階
に
進
み
た
い
。

小
浜
を
含
め
た
雲
仙
を
復
活
さ
せ

た
い
と
心
中
期
す
る
も
の
が
あ
る
。

耐震改修促進法の対策

雲仙市活性化策の提案

 

浦
川
議
員 　
牛
口
埋
立
地
は
、

宅
地
以
外
の
施
設
の
整
備
は
未
着

手
で
あ
り
、
町
下
埋
立
地
は
、
本

年
度
で
埋
立
を
完
了
す
る
が
、
農

海
産
物
直
売
所
や
多
目
的
施
設
等

の
整
備
工
程
が
明
示
さ
れ
て
い
な

い
。
用
途
計
画
に
基
づ
く
整
備
予

定
は
。

 

金
澤
市
長 　

2
つ
の
埋
立
地

は
、
市
民
の
意
見
を
十
分
反
映
さ

せ
た
計
画
に
な
る
よ
う
、
様
々
な

角
度
か
ら
見
直
し
を
行
な
い
、
市

に
お
い
て
最
善
の
活
用
策
を
研
究

す
る
。

 

浦
川
議
員 　
町
下
埋
立
地
は
、

用
途
計
画
に
基
づ
く
農
海
産
物
直

売
所
、
多
目
的
市
広
場
や
芝
生
広

場
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
堤
防
道

路
と
相
ま
っ
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
が
期
待
で
き
る
。

 

浦
川
議
員 　
若
者
等
の
人
口
減

少
を
抑
制
す
る
打
開
策
と
し
て
、

工
場
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
新
た
な

工
業
団
地
の
造
成
計
画
は
。

 

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長 　
現

在
市
内
の
造
成
済
み
工
業
団
地
用

地
は
少
な
く
、
候
補
地
と
し
て
数

箇
所
を
検
討
し
て
い
る
。

 
浦
川
議
員 　
町
下
埋
立
地
か
ら

牛
口
埋
立
地
間
の
干
陸
地
は
広
大

な
工
業
団
地
用
地
と
し
て
適
地
と

判
断
し
、埋
立
事
業
を
提
案
す
る
。

 

金
澤
市
長 　
提
案
の
干
陸
地
の

一
体
的
な
整
備
は
、
今
後
雲
仙
市

の
企
業
誘
致
の
可
能
性
を
検
討
し

て
い
く
中
で
参
考
と
す
る
。

埋
立
地
の
施
設
整
備
促
進

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

工
業
団
地
造
成
計
画
は

町下公有水面埋立地

福
ふくだ

田　大
だいとう

東議員

雲
仙
市
観
光
の
現
状
は

改
正
耐
震
改
修
促
進
法
へ
の

対
策
は
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

長崎県市議会議長会研修
　8月23日に西海市で長崎県市議会議長会議
員研修会が行われ、雲仙市議会から10人が
出席しました。
　大島造船所副社長が、会社の成り立ち等の
概要や経営方針、工場設備等について講演さ
れました。経営方針の中で地域を支える地場
企業としての使命を感じましたし、地元優先
の雇用を行っている事のたのもしさを感じ、
雲仙市においても、地場産業の振興を促進す
べきと感じた講演でした。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

●
地
方
自
治
の
主
体
性
と
客
観

性
が
わ
か
り
、
や
は
り
地
産
物

そ
の
他
経
済
の
基
本
の
上
に
な

り
た
つ
も
の
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

●
看
護
と
老
人
費
用
の
方
が
使

う
方
が
多
い
と
想
い
ま
す
が
、

地
方
の
特
色
を
生
か
し
、
企
業

へ
の
期
待
感
を
と
想
っ
て
お

り
、活
発
な
皆
々
様
方
の
議
論
、

世
に
効
あ
る
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

�

（
小
浜
町
・
西
原
清
博
さ
ん
）

市民の皆様から「議会だより」にいただいたご意見やご感想を
ご紹介します。（文章は抜粋を掲載しています）

市 民
の
声

●
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
総
事
業

費
は
2
5
3
3
億
円
余
り
か

か
っ
た
と
い
う
。
平
成
7
年
に

完
成
し
、
営
農
開
始
が
平
成
8

年
4
月
頃
と
聞
い
て
い
る
。
今

頃
に
な
っ
て
何
で
ま
た
開
門
な

の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
農
民

は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
議
会
を
国
会
と
同
じ
く
9
時

か
ら
始
め
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。
国
会
は
9
時
か
ら
12
時
ま

で
休
み
な
し
で
す
。
市
議
会
は

10
時
に
始
ま
っ
て
11
時
に
は
休

み
で
す
。9
時
か
ら
始
ま
れ
ば
、

必
ず
傍
聴
者
も
多
く
な
り
ま
す
。

�

（
吾
妻
町
・
井
川
廣
さ
ん
）

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の

声
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ま
れ

て
の
感
想
や
お
気
づ
き
の
点

「
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ま
れ

て
の
感
想
や
お
気
づ
き
の
点

議
会
へ
の
意
見
や
質
問

議
会
へ
の
意
見
や
質
問

問1

問1

問2

問2

雲仙市議会だより●第35号（平成25年11月）18



問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、前回から議会だ
よりに返信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、50円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

議 会 用 語 解 説
議員とは
　国会及び地方公共団体の議会の構成員のこと。
　国会の場合には、衆議院と参議院とがあり、それぞれ、衆議院議員、参議院議員と呼称される。なお、
衆議院議員は、「代議士」と通称されている。
　地方公共団体の議会としては、都道府県の議事機関として都道府県議会が、市町村の議事機関として、
市町村議会が設置されている。それぞれ、都道府県議会議員、市町村議会議員と呼称される。なお、県
会議員、市会議員、町会議員、村会議員などと俗称される。
　以上の議員は、いずれも公選によらなければならないとされ、国民を代表し、地方公共団体の住民を
代表する地位にある。これらの議員の選挙は、公職選挙法の定めるところにより実施される。
　任期は、参議院議員が6年、それ以外の議員はすべて4年とされている。なお、被選挙権については、
参議院議員が30歳以上、それ以外の議員はすべて25歳以上とされている。都道府県及び市町村の議員に
ついては、年齢のほか、住所要件が課されている。
　以上のほか、都の特別区、一部事務組合、広域連合等の組合、財産区にも議会が置かれ、議員がいる。
特別区には市に関する規定が適用され、一部事務組合については、組合の規約で議会の組織及び議員の
選挙の方法を定めることとされ、広域連合についても、規約で議会の組織及び議員の選挙の方法を定め
ることとされている。財産区については、知事が、当該市町村又は特別区の議会の議決を経て設定し、
その中で、議員の定数、任期、選挙権、被選挙権等を定めることとされている。
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより35号）

ご氏名
ふりが な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

※議会だよりに掲載させていただく場合、イニシャルやペンネーム
　を希望される場合は記入ください。

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
50円切手を
お貼り下さい

８ ５ ９ １ １ ０ ７
編 集 後 記
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号35
議会を傍聴してみませんか？
平成25年第1回雲仙市議会臨時会の日程（案）は

11月26日（火）
平成25年第4回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
12月5日（木）～ 12月25日（水）です

■一般質問　　　12月  9日（月）～ 12日（木）
■議案質疑　　　12月16日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　12月17日（火）
　　産業建設常任委員会　　12月18日（水）
　　総務常任委員会　　　　12月19日（木）
※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　早いもので雲仙市議会2期目の4年間
が過ぎました。4年の間に市長の交代や
議員の逮捕などの出来事があり、市民の
皆様も困惑されたことと思います。私自
身1年生議員という事もあり驚きの連続
でした。普通では出来ない経験ができた
という意味で議員としての貴重な経験と
財産を得たように思います。
　我々広報委員会も市民の皆様に議会の
動き、発言などをわかりやすく伝え、少
しでも関心を高めていただくよう努めて
まいりました。
　次の選挙でメンバーの交代があるかも
しれませんが、引き続き議会だよりをご
愛読いただければ幸いです。
� （林田　哲幸）

議会広報編集特別委員会
委員長　上田篤　　副委員長　浦川康二
委　員　中村一明、岩下勝、町田康則
　　　　平野利和、酒井恭二
　　　　坂本弘樹、林田哲幸
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